
j量

六
疋
内
毎
六
四

-
Z
1
-
a第
三
相
官
到
値
目

wa可
-
毎
周
一
一
回
-
自
信
行
》

昭和
中
小
商
工
業
の
更
生
と
組
合
運
動

川

口

棚

州

内

九

十
濁
逸
の
本
位
制
度
・
・
:
:
:
:
j
i
-
-
-
-
-
-
-

樫

湾

皐

士

島

本

融

一

カ

ル

テ

ル

活

動

の

分

析

・

:

経

由

主

寸

土

田

杉

競

月
ヴ
ィ
ク
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論
-
E
E
-
-
J
i
-
-
-
経
済
畢
士
人
青
山
秀
夫

日種行

議

輔

聴

論

資
本
利
子
税
に
就
き
て
・
:
・
・
・

:
j
i
-
-
法
皐
博
士
一
神
戸
正
雄

経
済
理
論
に
於
け
る
勢
力
の
地
位
:
:
:
・
文
事
博
士
高
田
保
馬

+
卑
岨

叢醐

情
祖
母
丈
博
士
谷

日

古

芦

読

f~ 

大
阪
の
刷
子
工
業
枇
糊
例
都
の
愛
達
:
:
:
;
:
:
・
経
済
皐
士
堀
江
保
戴

配
賦
税
制
度
以
配
分
標
準
に
就
て
・
:
;
:
田
空

2
E
佐

伯

玄

洞

商
業
代
柵
マ
ル
ク
ス
設
の
一
批
判
者
-
a
i
-
-

経

湾

皐

士

松

井

清

脚

川

錦

町

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



配
賦
税
制
度
に
於
け
る
配
分

標
準
に
就
て

特
に
租
税
組
合
に
於
げ
る
配
分
標
準
に
就
て

佐

支

話司

111 

fJ 

冨

租
税
を
課
徴
の
方
法
に
伏
り
、
特
に
税
率
が
強
め
一
定
せ
る

や
否
ゃ
に
依
っ
て
分
類
す
れ
ば
、
定
率
税
と
配
賦
税
と
に
八
?
っ

と
と
が
出
来
る
。
定
率
税

S
E
E
S
E
E耳
目
}
と
い
ふ
の
は
、
税

法
に
於
て
抽
出
め
課
税
軍
位
に
封
ず
る
税
率
を
定
め
置
き
、
之
を

個
A

の
組
税
主
惜
及
び
租
税
客
穫
に
遁
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
租
税
牧
入
綿
額
は
租
税
賦
課
手
掛
聞
の
最
後
に
於

て
始
め
て
決
定
し
、
そ
の
大
さ
は
租
税
王
緯
及
び
租
税
容
憶
の

多
少
大
小
に
依
っ
て
異
っ
て
来
る
。
然
る
に
、
配
賦
役
(
河
内
宮
?

t
z
。2
1
2
0
E
)

と
い
ふ
の
は
、

一
一
枕
に
依
っ
て
徴
牧
せ
ら
る
ぺ

き
投
入
の
全
額
を
先
づ
定
め
、
然
る
後
之
を
個
，
R

の
租
税
主
趨

及
び
租
枕
客
慢
に
割
嘗
て
る
も
の
で
る
る
。
そ
れ
散
に
、
個
キ

配
賦
稔
制
度
巳
於
げ
る
配
分
標
準
に
就
て

の
租
税
軍
位
に
封
す
る
税
率
は
賦
課
徴
牧
の
前
に
於
て
定
ま
ら

な
い
で
、
却
っ
て
共
の
手
績
の
最
後
に
於
て
定
ま
る
こ
と
と
友

る
ロ
換
言
す
れ
ば
、
同
一
の
租
税
牧
入
額
に
於
て
も
共
の
税
率

は
租
税
主
題
や
租
税
客
鐙
の
多
少
に
依
っ
て
、
或
は
低
〈
な
り

或
は
高
く
な
る
の
で
あ
る
。

租
税
組
合
(
出
席
目
指
S
E
E
n
r
A
r
笠
宮
崎
記
虫
色
吉
宮
内
f
m
Z
5『町内山

ロommgmn-EF
∞5
0
3
E
F
m
F
盟
2
2
2
Z
E
)
は
配
賦
設
の
形
式

一
般
的
定
義

に
於
て
租
叫
慨
を
課
徴
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
。

陀
従
へ
ば
‘
「
租
税
組
合
と
は
岡
家
が
側
白
川
の
人
民
か
ら
直
接
徴

税
す
る
仲
い
り
に
.
産
業
叉
は
職
業
圏
輯
に
特
定
の
金
額
を
割
営

て
、
そ
の
圏
煙
内
部
で
任
意
に
刻
営
て
負
捨
せ
し
む
る
制
度
で

あ
る
」
。

か
L
る
制
度
と
し
て
の
租
税
組
合
は
既
に
相
首
古
く
よ
り
存

在
し
た
。
そ
の
最
初
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
一
八
二

O

年
の
プ
?
ン
ヤ
替
業
税
法
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
る
が
、
最
も
有

名
友
る
は
一
八
九
一
年
の
プ
ロ
シ
ヤ
管
業
税
法
に
於
け
る
そ
れ

で
あ
軒
。
命
と
の
他
に
才

1
1
ト
リ
ヤ
替
業
税
法
〈
一
八
九
六
年
V

に
於
け
る
租
税
組
合
が
あ
り
、
厭
洲
大
戦
末
期
以
後
満
喫
等
に

第
三
十
九
巻

第
五
披

刊一

Fヒ

神戸博士、租祝組合論{経済論叢、第二十七種、第三城、三頁〉。
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配
賦
税
制
度
に
於
げ
る
問
分
標
準
に
就
て

於
て
提
唱
さ
れ
た
租
税
組
合
論
が
あ
る
。

エ
ー
ペ
ル
ヒ
の
説
明

ず
る
所
に
依
れ
ば
、
十
九
世
紀
の
配
賦
税
制
度
(
租
税
組
合
)
は

「
事
物
も
時
勢
も
軍
純
で
財
務
行
政
上
の
技
術
が
進
歩
せ
や
¥
経

験
に
も
富
ま
歩
、
同
家
の
擁
カ
が
荷
揚
で
決
定
権
を
有
し
な
か

っ
た
時
代
の
も
の
」
?
あ
る
が
、
欧
洲
大
戦
ム
ボ
期
以
後
濁
塊
等

は
於
と
州
叫
山
rけ
さ
れ
た
も
の
は
多
少
之
λ
に
趣
佐
異
に
し
と
ぬ
る
。

之
を
代
表
す
る
も
の
は
ペ
ル
ン
ハ
ル
ド
の
「
租
税
組
合
論

υ
」
と
ア

ン
ド
レ

1
の
「
税
税
組
合
抗
」
で
あ
る
。

乙
与
に
租
税
組
合
の
問
題
を
取
上
げ
た
の
は
、
租
税
組
合
の

問
題
を
全
般
的
に
研
究
せ
ん
が
た
め
で
は
た
い
u

只
か
L
る
制

度
に
於
け
る
租
税
配
分
の
標
準
、
剖
ち
、
岡
家
が
産
業
又
は
峨

業
圏
穏
に
特
定
の
金
額
を
割
営
て
る
揚
合
如
何
な
る
配
分
標
準

に
依
る
か
、
又
圏
慢
内
部
で
任
意
に
之
を
刻
営
て
負
搭
せ
し
む

る
揚
合
如
何
た
る
も
の
を
そ
の
配
分
標
準
と
す
る
か
と
い
ふ
こ

ム
」
を
吟
味
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
放
に
以
下
に
於
て
は
、

と

の

黙
を
中
心
と
し
て
、
先
づ
十
九
世
紀
の
租
税
組
合
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
一
八
九
一
年
の
プ
ロ
シ
ヤ
皆
業
税
法
に
於
け
る
租

税
組
合
を
象
げ
、
・
次
に
欧
洲
大
戦
直
後
の
租
税
組
合
論
を
代
表

第
三
十
丸
谷

第
五
務

-1= 

四

一
ー一

ず
る
も
の
と
し
て
ペ
ル
ン
ハ
ル
ド
の
租
税
組
合
論
を
説
明
し
、

更
に
之
と
多
少
そ
の
基
調
を
異
に
ず
る
ア
ン
ド
レ

l
の
租
税
組

合
論
を
考
察
し
て
、
租
税
組
合
に
於
け
る
配
分
標
準
を
明
か
に

し
、
最
後
に
若
干
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

ブ
悶
崎
山
デ
ヤ
替
業
税
法
に
於
け
る
租
税
組
合

十
九
世
紀
に
於
て
租
税
組
合
の
制
度
を
採
用
し
た
例
は
、
先

に
皐
げ
た
る
が
如
く
、
そ
の
敢
に
於
て
少
し
と
し
た
い
。
併
し

な
が
ら
、

そ
の
中
で
最
も
有
名
た
の
は
一
八
九
一
年
の
ア
ロ
シ

ヤ
部
品
業
税
法
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
之
は
営
業
殺
の
み
に
閥

ず
る
も
の
で
あ
る
が
、

法
に
依
れ
ば
、
農
業
、
林
業
、
舘
山
業
、
畿
道
業
及
び
所
謂
白

一
八
九
一
年
六
月
二
十
四
日
の
営
業
税

由
職
業
は
こ
L

に
謂
ふ
皆
業
の
中
に
数
へ
ら
れ
友
い
。

そ
し

て
倫
、

濁
乙
帝
岡
、

園
立
銀
行

プ
ロ
シ
ヤ
等
の
行
ふ
管
業
、

(
河
内
主

E
r
pロ「)、

地
方
信
用
組
合
、
公
営
保
険
事
業
、
地
方
自
治

僅
の
事
業
、
共
同
組
合
等
は
発
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
他

の
牒
官
業
は
全
て
そ
の
年
牧
ム
金
額
又
は
投
下
資
本
並
び
に
経
笹
資

本
を
標
準
と
し
て
分
類
さ
れ
租
税
組
合
を
組
織
す
る
と
と
に
た

Eheberg; a. a. O. S. 231. 
G. Berchard; Steuergemeinschaften (Handbucb der Polttik， V. Bd. S・402-408).

1922. 
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っ
て
ゐ
る
。
併
し
年
収
千
五
百
マ
ル
ク
又
は
資
本
金
三
千
7

ル

に ク
未
満
の
も
の
は
発
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
そ
の
組
織
を
見
る

第

級

第

級

第

級

第
四
級

年
収
盆
五
高
マ
ル
ク
又
は
資
本
百
寓
7

ル
ク
を
超
ゆ
る

b

o 年
牧
盆
三
蔦
マ
ル
ク
乃
至
五
蔦
マ
ル
ク
又
は
資
本
十
五
高

T

ル
ク
乃
至
百
高
マ
ル
ク
の
も
の

年
牧
金
四
千
マ
ル
ク
乃
至
三
禽
マ
ル
ク
又
は
資
本
一
一
一
蔦
マ

ル
ク
乃
五
十
五
海
マ
ル
ク
の
色
の

年
牧
盆
千
五
百
マ
ル
ク
乃
五
四
千
マ
ル
ク
ヌ
は
資
本
一
一
一
千

マ
ル
ク
乃
一
主
一
-
一
高
T

ル
ク
の
も
の

税
率
は
、
第
一
級
の
も
の
は
大
趨
年
牧
盆
の
一
パ
ー
セ
ン
ト

(
第
一
級
の
み
は
租
枕
組
合
併
】
組
識
し
な
い
可
第
二
級
以
下
の
も
の

に
は
突
の
如
き
中
間
率
(
冨
宮
内
宮
山
門
N
O
)

が
課
せ
ら
れ
る
。

第
二
級

第
四
級

一
百
マ
ル
ク

第

級

八
十
マ
ル
ク

右
の
三
階
級
に
属
す
る
も
の
は
配
賦
地
域
に
依
っ
て
合
同
し

十
六
マ
ル
ク

租
税
組
合
(
叩
常
臣
認
由
。
=
R
Fち
)
を
組
織
す
る
。
之
等
の
組
合

が
負
婚
す
る
額
は
右
の
中
間
容
に
組
合
員
の
教
を
乗
じ
た
る
金

額
で
る
る
。

配
賦
税
制
度
に
於
げ
る
国
分
標
準
に
就
で

れ
た究
委に
員
が組
、 A、

ヰ士、 r̂J 
袋、部
1犬、 Ic
態、於
に、け
閥、る
す、寄l
る、 12t
認、、は
定、、
叉、組
は、合
推、員
算、ょ
に、り

去、選
ぃ、出
て、さ

之
を
行
ふ
の
で
る
る
が
、

乙
の
揚
合
に
は
次
の
如
き
制
限
が
あ

る
。
部
ち
、
賦
課
せ
ら
る
べ
き
税
率
の
最
高
最
低
は

百
五
十
六
マ
ル
ク
乃
至
四
百
八
十
マ
ル
ク

第

級

j事

級

プ
ナ
一
マ
ル
ク
乃
至
百
九
十
ニ
マ
ル
グ

第
四
級

四
マ
ル
ク
乃
五
三
十
六
マ
ル
ク

で
あ
る
が
、
個
々
の
税
額
は
次
の
割
合
で
増
進
す
べ
き
も
の
と

さ
れ
て
ゐ
る
。

四
十
マ
ル
ク
ま
で
は
四
?
ル
ク
づ
弘
、

そ
れ
よ
り
九
十
六
?
ル
ク
ま
で
は
各
六
マ
ル
ク
づ
L
、

更
に
百
九
十
二
?
ル
ク
ま
で
は
各
十
二
?
ル
ク
ゲ
L
。

-
一
八
九
一
年
の
プ
?
ン
ヤ
替
業
税
法
に
於
て
規
定
さ
る

L
所

は
大
穂
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
要
之
、

と
の
管
業
税
に

於
て
岡
家
が
そ
の
租
税
組
合
に
謝
し
て
配
分
す
る
た
め
の
基
準

と
た
る
も
の
は
一
定
の
中
間
李
で
あ
り
、
租
税
組
合
内
部
に
於

け
る
配
分
標
準
は
組
合
員
よ
り
選
出
さ
れ
た
委
員
に
依
つ

τ友

さ
れ
る
恥
骨
骨
骨
わ
胤
即
す
る
静
岳
又
は
骨
骨
で
る
る
。

第
三
十
九
巻

七
二
五

第
五
時
抗

一

s. 100-101. 
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間
賦
税
制
度
に
於
げ
石
配
分
標
準
に
枕
て

欧
洲
大
戦
直
後
の
租
税
組
合
論

欧
洲
大
戦
直
後
の
租
税
組
合
論
は
4

ル
ン
ハ
ル
ド
の
そ
れ
に

依
っ
て
代
表
せ
ら
る
か
。

ペ
ル
ン
ハ
ル
ド
が
大
戦
直
後
租
税
組

ん
口
を
提
唱
し
た
の
は
賠
償
金
問
題
に
伴
っ
て
起
る
財
政
上
の
悶

難
を
打
開
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
骨
同
時
ド
イ
ツ
に
於
て
は
賠
償

金
問
題
を
続
勺
て
種
ん
の
意
見
が
れ
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、

ル
ン
ハ
ル
ド
は
無
保
件
的
に
支
梯
義
務
を
診
行
す
べ
き
で
る
る

と
い
ふ
立
揚
を
と
り
、
と
の
た
め
に
は
園
民
会
棋
の
異
常
怠
る

畳
悟
と
峰
牲
と
を
必
要
と
ナ
る
と
考
へ
、
こ
の
難
閥
突
破
の
方

策
と
し
て
は
租
税
組
合
を
以
て
最
良
企
し
た
の
で
あ
る
。

ペ
ル
ン
ハ
ル
ド
の
考
ふ
る
所
に
依
れ
ば
、
従
来
の
方
法
を
以

て
し
て
は
園
家
の
租
税
牧
入
を
晴
加
せ
し
む
る
こ
と
は
到
底
不

可
能
で
る
る
。
新
税
の
創
設
、
税
率
の
引
上
げ
も
現
在
の
欣
態

で
は
大
し
て
期
待
す
る
と
と
が
出
来
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
イ

ン
フ
レ

l
シ
ヨ
ン
の
方
法
は
徐
り
に
も
弊
害
が
甚
大
で
あ
る
。

故
に
か
L
る
朕
態
の
下
に
於
で
出
向
租
税
牧
入
の
増
大
を
樹
ら
ん

と
す
れ
ば
、
園
家
の
必
要
と
す
る
線
経
費
を
産
業
及
職
業
圏
慢 ヘ

第
三
十
九
巻

七

~ 
r、

第
五
披

一
二
四

に
割
嘗
て
、

そ
の
内
部
で
遁
営
に
分
携
せ
し
む
る
よ
り
他
に
遁

営
な
る
方
法
は
た
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

と
の
思
想
が
即
ち
租

税
組
合
の
思
想
で
あ
る
が
、
そ
の
根
祇
を
な
す
も
の
は
同
業
者

聞
に
於
け
る
自
治
と
同
業
者
相
互
間
の
連
帯
と
云
ふ
乙
と
で
あ

る
。
訴

4

吉
田
ナ
れ
ば
、
租
税
組
合
制
度
を
設
立
す
る
時
は
各
産
業

-
出
ぴ
職
業
に
於
同
り
る
個
阜
の
租
税
組
合
は
、
租
税
そ
調
自
の
一
機

闘
を
以
て
自
治
的
に
各
組
合
員
に
分
配
し
、
各
組
合
員
は
他
の

組
合
員
の
負
権
額
に
勤
し
て
夫
々
連
帯
の
責
任
を
負
ふ
こ
左
と

な
る
の
で
る
る
。
換
言
す
れ
ば
、
他
の
組
合
員
が
納
税
不
納
と

な
る
揚
合
に
は
夫
止
各
組
合
員
に
於
て
之
を
分
拾
し
な
け
v

れ
は

た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
組
合
員
は
夫
b
自
己
の
経

替
に
専
念
す
る
の
み
左
ら
や
、
他
の
組
合
員
の
経
替
を
も
牒
督

し
.
進
ん
で
は
そ
の
能
率
を
増
進
せ
し
む
る
た
め
に
改
良
、
護

達
に
も
闘
心
を
有
せ
ぎ
る
を
得
た
い
こ
と
と
た
る
。
か
〈
て
園

家
の
必
要
と
す
る
経
費
は
営
然
に
各
産
業
及
び
各
職
業
に
於
け

る
租
税
組
合
に
依
っ
て
最
も
有
放
に
支
緋
さ
る
る
こ
と
と
た
る

の
で
あ
る
。

以
上
に
依
っ
て
明
か
左
る
如
く
、
ペ
ル
ン
ハ
ル
ド
の
租
税
組

Bd. S. 402-G. Bernhard; Steuergemeinschaften (Handbuch del~ Polftik， Y 
408)， 1922. 
DerSelhe; Problem der Finan1..reform， ]919 
Derselbe; Uebergangswirtschaft， 1918 
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合
論
は
各
産
業
及
び
職
業
に
於
て
租
税
組
合
を
組
織
す
る
と
と

に
依
っ
て
各
産
業
及
び
職
業
の
粧
品
百
を
合
理
化
し
、
以
て
そ
の

能
率
を
噌
進
せ
し
め
て
租
税
牧
入
の
場
大
を
闘
ら
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
と

L
で
我
々
が
問
題
と
す
る
の
は
如
何
な
る
方

法
に
依
っ
て
、
如
何
な
る
様
式
に
於
て
租
税
組
合
を
構
成
す
る

か
と
い
ふ
と
と
で
は
な
〈
て
、
国
家
は
如
何
怠
る
椋
準
に
競
つ

て
各
組
合
に
そ
の
絞
費
b
t
分
捻
せ
し
め
る
か
、
更
に
各
組
合
は

夫
品
川
そ
の
組
合
員
に
謝
し
て
如
何
な
る
方
法
ヴ
之
宮
分
配
す
る

か
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

ペ
ル
ン
ハ
ル
ド
は
云
ふ
Q

「
周
家
が
個
々
の
産
業
圏
鵠
又
は
峨

業
圏
檀
に
そ
の
経
費
を
配
分
す
る
に
営
り
、
何
を
標
準
と
す
る

か
と
い
ふ
と
と
は
難
問
題
で
あ
り
、
最
初
か
ら
公
正
な
る
標
準
・

を
設
え
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
。
「
由
来
図
案
経
費
を
各

圏
慢
に
分
配
す
る
こ
と
は
非
常
に
複
雑
た
仕
事
で
あ
り
、
国
家

の
手
で
各
個
の
産
業
に
趨
蛍
に
配
分
す
る
と
と
は
不
可
能
に
近

ぃ
。
故
に
国
家
は
商
工
業
統
計
た
ど
で
普
通
に
行
は
れ
る
分
類

法
に
従
ひ
、
先
づ
比
鮫
的
少
数
の
圏
鰭
に
割
営
を
左
ナ
ぺ
き
で

あ
る
。
例
へ
ば
農
業
、
商
業
及
び
交
通
業
.
工
業
及
び
手
工
業
.

溜
賦
枕
制
度
に
於
げ
る
問
分
標
準
に
就
て

自
由
峨
業
等
。
と
れ
を
そ
の
図
民
経
済
の
事
情
に
腐
巴
て
更
に

細
分
し
て
も
よ
い
。
殊
に
企
業
の
縦
断
的
結
合
が
行
は
れ
る
揚

ム
ロ
に
は
、
こ
の
結
合
を
人
得
的
に
切
断
す
る
が
如
き
と
と
は
遊

け
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
の
集
圏
別
は
ど
ち
ら
か
と
い
ふ
と

庚
い
方
が
よ
〈
、
綱
初
は
産
業
内
の
専
門
家
に
委
ぬ
べ
き
で
あ

る
。
大
別
が
出
来
た
と
き
、
所
得
税
、
偉
業
税
の
高
、
生
産
高

資
本
高
、
資
上
始
、
閥
稔
等
の
数
字
を
調
査
し
、
と
れ
ら
の
と

と
又
は
そ
れ
以
外
の
種
々
の
事
情
を
顧
慮
し
て
各
閣
悼
の
負
権

制
社
決
氾
し
た
帥
り
れ
ば
た
ら
た
い
L

止。

以
上
に
於
て
明
か
友
る
が
如
く
、
。
へ
ル
ン
ハ

ι
F
F
が
そ
の
租

税
組
合
論
に
於
て
、
園
家
か
ら
租
税
組
合
へ
の
制
営
標
準
と
し

て
採
ら
ん
と
す
る
も
の
は
、
所
得
税
、
管
業
税
の
高
.
生
産
高
、

資
本
高
、
資
上
税
、
閥
彼
等
の
数
字
で
あ
る
。

次
に
彼
は
各
租
税
組
合
内
に
於
け
る
配
分
を
如
何
に
行
は
ん

と
す
る
か
。
彼
は
云
ふ
o
「
さ
て
、
各
産
業
及
ぴ
融
制
業
の
個
々
の

租
税
組
合
は
租
税
を
自
身
の
手
で
個
冷
の
産
業
家
又
は
同
業
者

聞
に
配
分
す
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
配
分
は
祉
合
協
同
慢
の
成

員
の
協
同
と
監
督
の
下
に
行
は
れ
、
そ
の
産
業
、
職
業
の
特
質

第
=
一
十
九
巻

第
五
貌

七

七

一
二
五



配
賦
税
制
度
に
於
げ
昌
郎
分
標
準
に
就
て

に
熔
じ
て
種
々
の
異
っ
た
方
法
が
行
は
れ
る
」

0

「
課
税
高
の
決

定
も
同
業
者
間
で
専
門
的
に
査
定
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

国
家
機
闘
の
担
額
合
に
比
し
て
査
定
も
よ
り
的
確
に
行
は
れ
る
。

従
つ
で
虚
偽
の
申
告
等
は
到
底
行
ひ
得
泣
い
。
叉
若
し
或
は
企

業
家
が
資
本
高
そ
の
他
の
施
設
に
比
し
て
牧
絡
の
少
い
揚
合
に

は
牧
径
の
際
医
が
あ
る
か
ど
う
か
在
調
査
す
る
と
と
も
容
易
で

あ
り
、
若
し
又
事
府
民
上
好
成
献
を
酬
明
げ
て
ゐ
恥
い
と
」
が
削
か

と
な
る
と
き
は
合
理
的
に
粧
替
せ
し
め
得
る
の
で
あ
る
」
。
「
租

税
組
合
は
そ
の
産
業
が
使
用
す
る
原
料
の
課
税
、
製
品
の
運
出

に
叫
劃
す
る
課
税
、
そ
の
取
引
、
製
品
、
所
得
等
に
針
す
る
課
税

を
な
す
。
ど
ん
友
租
税
を
主
と
し
て
課
す
べ
き
か
と
い
ふ
こ
と
、

替
業
収
袋
税
と
す
る
か
、
所
得
税
と
す
る
か
、
製
法
税
、
責
上

税
、
原
料
税
、
運
出
税
と
す
る
か
等
と
い
ふ
こ
と
は
そ
の
産
業

の
性
質
及
び
組
合
員
の
意
思
に
よ
り
決
定
す
ぺ
き
で
あ
る
」
。

「
輪
出
税
、
買
上
税
を
設
〈
べ
き
か
ど
う
か
、
設
け
る
と
す
れ
ば

如
何
友
る
程
度
に
す
べ
き
か
、
工
場
税
、
牧
谷
税
・
法
人
税
、

所
得
税
を
如
何
た
る
範
園
に
於
て
徴
牧
す
べ
き
か
な
ど
の
事
寅

を
E
営
に
判
断
す
る
こ
と
は
租
税
組
合
の
内
部
に
於
て
の
み
な

一ー&愚前心
F
J

第
三
十
丸
谷

第
五
披

~ r、

七
二
八

し
得
る
と
と
で
あ
る
」
。

以
上
の
説
明
だ
け
で
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ド
が
租
税
組
合
内
に
於

け
る
配
分
を
如
何
な
る
標
準
に
依
つ
て
な
さ
ん
と
す
る
か
明
確

で
な
い
。
彼
の
説
明
は
「
租
税
組
合
の
内
部
に
於
て
の
み
か
L

る
事
寅
の
正
賞
な
る
判
定
は
可
能
で

b
る
」
と
し
、

込

-

『

古

L
Z
や

定
は
租
税
組
合
に
委
す
べ
き
も
の
と
ず
る
の
で
る
る
が
、
結
局

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
胃
、

に
於
て
肢
い
意
味
収
於
村
あ
恥
同
組
付
或
は
椴
従
を
そ
め
目
棋
と

L

て
ゐ
る
こ
と
は
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

国

最
近
の
租
税
組
合
論

最
近
の
租
税
組
合
論
の
代
表
者
と
し
て
は
ア
ン
ド
レ
ー
を
皐

げ
る
と
と
が
出
来
る
。
ア
ン
ド
レ

l
は
ペ
ル
シ
ハ
ル
ド
と
は
異

り
比
較
的
大
い
な
る
見
地
に
立
ち
、

一
つ
の
経
済
形
態
を
想
像

し
、
そ
の
中
に
於
け
る
一
つ
の
組
織
と
し
て
租
税
組
合
を
提
唱

す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
想
像
す
る
経
済
形
態
は
ス
パ
ン
の
普
遍

主
義
に
立
脚
し
、
資
本
主
義
と
祉
舎
主
義
に
針
す
る
第
三
の
経

済
形
態
と
し
て
の
協
同
拘
束
経
済
で
あ
っ
て
、
租
税
組
合
は
か

か
る
経
消
吐
舎
内
の
一
組
織
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
印
。

、W.Andreae; Grundle邑ungeiner neuen Staatsv.riT!lsd"laftslehre， 1930 
Derselbe; Rausteine zu einer uni'，ersa1istischen 'stleuerl(~hrc， 1927・

W. Andreae Grundlegungロ S. W. ，S. 248 ff. 
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彼
の
考
ふ
る
所
に
依
れ
ば
、
協
同
拘
束
経
済
枇
舎
に
於
け
る

経
済
政
策
の
主
要
目
的
は
非
生
産
資
本
を
生
産
資
本
に
特
化
す

る
と
と
で
る
る
。
園
氏
経
済
の
褒
達
は
資
本
の
高
の
み
に
依
り

決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
〈
て
、
そ
の
使
用
に
依
存
す
る
。
従
つ

て
従
来
の
如
く
牧
入
の
高
と
い
ふ
量
的
方
面
の
み
に
偏
せ
十
、

質
的
方
商
を
も
顧
臆
し
て
、
給
付
能
力
課
税
と
い
ふ
主
観
主
義

の
外
に
財
産
又
は
産
業
白
幽
闘
に
劃
し
て
課
税
す
る
客
観
主
義
を

と
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
依
っ
て
非
生
産
資
本
は

生
漆
資
本
に
樽
化
さ
れ
、
閥
川
町
、
批
合
全
般
の
以
揚
か
ら
見
℃

激
迎
す
べ
き
と
と
と
友
る
の
で
あ
る
。

彼
は
右
の
如
き
思
想
を
賞
現
す
る
手
段
と
し
て
租
税
組
合
を

提
唱
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
彼
の
説
明
は
租
税
組
合
そ

の
も
の

L
機
構
K
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
詳
細
で
は
な
い
。
資

本
の
高
と
所
属
す
る
経
済
部
門
を
標
準
と
し
て
合
同
す
ぺ
し
と

云
ふ
に
過
ぎ
友
い
。

彼
の
説
く
所
に
依
れ
ば
、
「
租
税
組
合
は
二
重
の
職
分
を
有
す

る
。
卸
ち
そ
れ
に
依
り
代
衣
せ
ら
る
L
経
済
部
門
の
利
径
を
守

る
こ
と
、
並
に
国
庫
が
決
定
す
る
基
準
に
従
っ
て
租
税
負
捨
を

間
賦
税
制
度
に
於
げ
る
回
分
標
準
に
就
て

そ
の
聞
に
配
分
す
る
と
と
で
る
払
」
。

に
従
っ
て
租
税
組
合
に
謝
す
る
図
家
経
費
の
割
嘗
は
行
は
れ
る

然
ら
ば
如
何
友
る
標
準

か
。
乙
の
黙
に
闘
す
る
彼
の
説
明
は
十
分
に
明
瞭
で
な
い
が
、

租
税
組
合
の
組
織
が
資
本
の
高
と
経
済
部
門
と
を
標
準
と
し
て

行
は
れ
る
黙
よ
り
見
れ
ば
、
更
に
又
「
経
済
政
策
の
目
的
は
非

生
産
資
本
を
生
産
資
本
に
縛
化
ず
る
こ
と
に
る
り
」
と
注
す
彼

の
見
解
よ
り
す
れ
ば
、
蛍
然
資
本
の
高
が
標
準
と
た
る
も
の
と

思
は
れ
る
。
従
っ
て
一
艇
の
標
準
と
し
て
資
本
の
高
が
目
棋
と

な
る
が
‘
伐
は

T

間
一
資
本
欄
の
場
合
に
於
C
も
そ
の
企
地
に

於
け
る
資
本
の
移
動
性
大
な
る
も
の
は
牧
谷
大
で
あ
り
、
移
動

性
小
た
る
も
の
は
牧
谷
も
亦
小
友
り
」
と
い
ふ
見
解
を
と
り
、

「
生
産
部
門
の
異
る
に
従
び
そ
の
闘
に
差
等
を
設
け
、
そ
の
負
播

を
異
に
す
べ
き
で
あ
る
し
と
云
ふ
。
卸
ち
、
「
金
融
業
、
商
業
、

工
業
、
農
業
等
に
於
け
る
牧
盆
李
は
同
一
資
本
に
於
て
も
異
る

の
で
る
る
か
ら
、

そ
の
負
権
額
は
各
産
業
部
門
に
依
り
具
る
ぺ

き
で
ち
る
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
は
「
因
由
来
が
各
産
業

部
門
に
於
け
る
諜
想
牧
益
を
定
め
之
に
比
例
税
を
課
す
ぺ
し
」

と
云
ふ
。第

三
十
九
巻

第
五
披

七

七

九

W. Andreae; Bausteine u. s. W. S. 134. 
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問
賦
稔
制
度
に
於
げ
る
間
分
標
準
に
就
て

要
之
、
彼
は
同
家
の
定
め
た
一
定
の
標
準
に
従
ひ
之
に
比
例

殺
を
課
す
ぺ
し
と
い
ふ
の
で
め
る
。

突
に
彼
は
如
何
な
る
標
準
に
依
っ
て
租
税
組
合
内
部
に
於
け

る
配
分
を
行
は
ん
と
す
る
か

3

と
の
黙
に
つ
い
て
も
明
維
左
る

説
明
を
快
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
す
る
所
よ
り
類
推
す

と
の
揚
合
に
於
て
も
各
偉
業
の
資
本
の
一
大
さ
を
樵

る
・
な
ら
ば
、

池
一
・
と
す
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
そ
う
ナ

る
こ
と
に
依
っ
て
彼
の
所
謂
経
済
政
策
上
の
目
的
は
最
も
よ
〈

達
成
せ
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
単
純
に
各
地
百
業
の
資
本

の
大
さ
を
そ
の
ま
h

楳
準
と
し
て
用
ふ
る
と
と
は
租
税
組
合
そ

の
も
の
h
使
命
を
飴
り
に
簡
軍
な
ら
し
め
、
そ
の
重
要
性
を
減

殺
す
る
結
巣
と
な
る
か
ら
、
そ
の
他
の
賄
に
つ
い
て
も
考
慮
が

燐
は
れ
る
で
あ
ら
う
と
と
は
首
然
の
と
と
で
あ
る
が
、
結
局
に

於
て
資
本
の
大
さ
が
基
準
と
な
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
理
論
的
に

見
て
必
岬
端
で
あ
る
。

五

租
税
組
合
に
扱
け
る
間
分
標
準

以
上
我
h
は
租
税
組
合
に
於
け
る
租
税
配
分
の
標
準
を
知
る

第
三
十
九
巻

七=一

O

第
五
務

ん

た
め
に
、

一
八
九
一
年
の
プ
ロ
シ
ヤ
日
営
業
税
法
に
於
け
る
租
税

組
合
空
見
、
攻

κ欧
洲
大
戦
後
の
窮
乏
財
政
の
所
産
た
る
ペ
ル

ン
ハ
ル
ド
の
租
税
組
合
論
を
眺
め
、
更
に
最
近
の
新
思
想
を
背

長
と
す
る
ア
ン
ド
レ

l
の
租
税
組
合
論
の
大
鰐
を
明
か
に
し
た

の
で
あ
る
が
、
以
下
夫
A

の
配
分
標
準
K
O
い
て
検
討
し
て
見

度
い
と
岡
山
ふ
。

先
づ
一
八
九
一
年
の
プ
?
ン
ヤ
管
業
税
法
に
つ
い
て
見
る
に

国
家
経
費
の
租
枕
組
合
へ
の
分
賦
は
一
定
の
中
間
率
に
依
っ
て

行
は
れ
る
。
即
ち
各
組
合
の
負
捨
額
は
嗣
家
の
手
に
依
O

て
任

意
に
定
め
ら
れ
た
中
間
率
に
組
合
員
数
を
乗
じ
た
る
金
額
で
あ

る
。
従
っ
て
、
各
組
合
の
負
捨
額
は
本
来
的
に
は
資
本
額
或
は

牧
谷
額
を
基
礎
と
す
る
中
間
李
に
依
っ
て
算
出
さ
る
L
も
の
で

あ
る
と
は
云
へ
、
甚
だ
怒
意
的
た
も
の
と
友
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

資
本
高
と
牧
釜
高
と
が
同
意
的
に
用
ひ
ら
れ
、
而
か
も
そ
れ
が

選
揮
的
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
及
び
之
等
と
何
等
必
然
的
閥

連
を
有
し
セ
ゐ
た
い
如
〈
思
は
る
L
中
間
率
が
簡
撃
に
遁
用
さ

る
k

乙
と
は
、
各
組
合
の
漣
嘗
怠
る
負
指
額
を
定
む
る
に
は
飴

り
に
不
合
理
で
、
決
し
て
各
組
合
の
能
力
に
相
癒
す
る
も
の
で



は
な
い
や
う
に
恩
は
れ
ふ
。

併
し
乍
ら
、
租
税
組
合
内
部
に
於
け
る
配
分
の
み
に
つ
い
て

見
れ
ば
之
と
は
多
少
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
郎
ち
、
各
階
級
毎

に
設
け
ら
れ
た
制
限
本
の
範
圏
内
で
、
牧
益
欣
態
忙
閲
す
る
認

定
又
は
推
算
に
基
い
て
、
各
組
合
員
に
負
捲
せ
し
め
る
の
で
あ

而る
"/1> "/1> 

もら

重平
"、 rv口与
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刈 o、
は:ム
手壬
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の 2; 
守-t

門
家
に
よ
っ
℃
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
定
率
税
に
於
け
る

相
朝
合
よ
り
も
一
認
定
の
溜
正
を
期
待
す
る
こ
と
が
州
市
常
る
や
う
に

ー

:

;

?

〉

i

H
叫
削
恥
話
術
〆
て

一
般
的
K
云
へ
ば
、
組
合
内
部
だ
け
に

於
け
る
負
躍
の
配
分
は
十
分
適
正
に
行
は
る
L
も
の
と
云
ふ
と

と
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
、
前
述
す
る
如
〈
、
組
合
と
組
合
と

の
聞
に
於
け
る
負
婚
の
遁
正
は
殆
ん
と
之
社
期
待
す
る
と
と
が

出
古
川
左
い
の
で
あ
る
か
ら
、

一
組
合
内
の
各
組
合
員
の
負
婚
を

他
の
組
合
の
組
合
員
の
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
殆
ん
ど
会
〈
公

平
な
ら
や
と
す
る
も
誤
で
は
た
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
〈
て

組
合
内
の
負
婚
の
適
正
の
み
に
つ
い
て
満
足
す
る
揚
合
は
論
外

と
し
て
、

一
般
経
済
枇
曾
全
般
に
亙
っ
て
負
婚
の
公
卒
を
賞
現

回
賦
税
制
度
に
於
げ
る
回
分
標
準
に
就
て

ぜ
ん
と
す
る
場
合
は
、
租
税
組
合
に
依
つ
て
は
期
待
し
得
ぎ
る

も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

突
に
ペ
ル
ン
ハ
ル
ド
の
租
税
組
合
論
に
於
け
る
配
分
標
準
を

吟
味
す
る
に
、
園
内
永
よ
り
租
税
組
合
へ
の
配
分
標
準
は
庚
い
意

味

κ於
け
る
所
得
叉
同
牧
徒
で
あ
り
、
そ
の
具
鰭
的
表
現
と
し

て
所
得
税
、
替
業
株
の
高
、
生
産
高
、
資
本
高
、
黄
土
説
、
開

税
等
の
大
さ
ぜ
あ
る
が
、
か
L
る
大
さ
が
租
税
組
合
と
い
ふ

つ
の
集
圏
に
就
い
て
如
何
比
し
て
計
算
さ
れ
る
か
、
そ
し
て
そ

れ
が
如
何
仕
る
限
度
に
正
確
陀
心
中
川
阜
の
能
力
生
反
映
す
る
も
の

か
甚
だ
疑
問
と
す
る
所
で
あ
る
。
仮
令
そ
れ
が
各
組
合
員
の
所

得
税
、
管
業
税
の
高
、
生
産
高
、
資
本
高
、
買
上
積
、
閥
税
等

の
大
さ
を
合
計
す
る
と
と
に
依
っ
て
得
ら
る

4

主
と
し
て
も
、
そ

れ
が
直
ち
に
夫
々
の
能
力
を
適
正
に
反
映
す
る
か

εう
か
疑
問

で
あ
る
。
否
寧
ろ
各
組
合
員
の
そ
れ
を
合
計
す
る
こ
と
に
依
つ

て
却
っ
て
疋
営
た
る
委
が
歪
め
ら
れ
る
の
で
は
占
な
い
か
と
思
は

れ
る
。
併
し
乍
ら
、
組
合
内
部
に
於
け
る
配
分
は
そ
の
配
分
標

準
の
不
明
瞭
訟
る
に
も
拘
ら
中
寅
際
に
は
油
首
に
行
は
れ
る
で

あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
何
と
・
な
れ
ば
、
各
組
合
員
相
互
の
能

第
三
十
九
巻
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時
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剛
山
賦
税
制
度
に
於
げ
る
配
分
標
準
に
就
て

そ
の
同
業
な
る
と
と
、
同
等
の
規
模
の
下
に
管
業
生
注

す
こ
と
、
地
域
的
範
闘
の
狭
小
友
る
こ
と
等
の
理
由
に
依
り
、

力
は
、

園
家
の
手
に
依
U
調
査
の
行
は
る
L
揚
合
よ
り
容
易
且
詳
細
に

行
は
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

と
の
臨
は
前
に
述
ぺ
た
プ
ロ
シ
ヤ

の
管
業
税
法
に
於
け
る
揚
ム
ロ
と
金
く
同
じ
ぜ
あ
る
。
併
し
乍
ら
、

一
組
合
の
組
合
員
の
負
捲
舗
を
他
の
組
A
n
の
組
合
員
の
負
信
州
制

に
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
聞
に
於
け
る
側
係
は
亦
前
の
揚
合
と
金

く
同
一
で
あ
っ
て
、
負
擦
の
公
平
は
到
底
期
待
す
る
こ
と
が
向

来
た
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
ア
ン
ド
レ

l
の
租
税
組
合
論
に
於
け
る
配
分
様
準
に

就
て
見
る
に
、
彼
は
そ
の
主
張
す
る
経
済
政
策
の
立
揚
か
ら
非

生
産
的
資
本
の
生
産
的
資
本
へ
の
縛
化
を
企
闘
し
て
、
組
税
組

合
へ
の
配
分
も
租
税
組
合
内
部
に
於
け
る
配
分
に
も
そ
の
標
準

と
し
て
資
本
の
大
さ
、
従
っ
て
殻
想
牧
盆
訟
る
も
の
を
採
ら
ん

と
す
る
。
併
し
乍
ら
、

一
般
的
に
見
て
資
本
の
犬
さ
が
常
に
必

4
J
し
も
そ
の
牧
益
率
を
反
映
し
-
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
偲

令
生
産
部
門
に
依
っ
て
多
少
の
差
等
を
附
け
る
と
し
て
も
そ
れ

で
負
権
力
の
差
等
を
克
分
に
示
し
得
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

第
三
十
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巻
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而
か
も
そ
れ
が
恋
意
的
に
園
家
の
手
に
依
っ
て
行
は
れ
る
こ
と

を
考
ふ
れ
ば
盆
b
然
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。

か
〈
て
岡
家

よ
り
租
税
組
合
へ
の
配
分
も
、
租
税
組
合
内
部
に
於
け
る
配
分

も
.
か
t

ふ
る
棋
準
を
と
る
限
り
種
々
の
闘
係
か
ら
趨
E
た
る
と

と
は
出
来
な
い
と
い
ふ
と
と
に
た
る
。

以

K
政
均
は
一
八
九
一
年
の
f
ほ
シ
ヤ
叶
営
業
税
法
に
於
け
る

租
税
組
合
、

ベ
ル
ン
ハ
ル
ド
の
租
税
組
合
論
、

ア
ン
ド
レ

l
の

租
役
組
合
論
に
就
て
そ
の
配
分
標
準
を
簡
軍
に
吟
味
し
た
の
で

あ
る
が
、
要
之
、
租
税
組
合
に
於
て
は
中
間
率
に
依
る
も
そ
の

他
の
標
準
に
よ
る
も
結
局
に
於
て
負
捻
の
公
平
と
い
ふ
乙
と
は

期
待
す
る
と
と
が
出
来
左
い
と
い
ふ
こ
と
を
知
っ
た
。

然
ら
ぽ
租
税
組
合
の
存
在
理
由
は
何
か
。

一
八
九
一
年
の
プ

ロ
シ
ヤ
管
業
税
法
に
於
砂
る
租
税
組
合
の
目
的
と
し
た
所
は
取

ペ
ル
ン
ハ
ル
ド
の
租
税
組

入
の
増
大
と
い
ふ
乙
と
で
あ
っ
た
。

合
の
目
的
と
し
た
所
は
各
産
業
の
能
率
培
進
、
従
っ
て
そ
れ
よ

り
の
税
収
入
の
増
大
と
云
ふ
と
と
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ド
レ
!
の

租
税
組
合
の
目
的
と
し
た
所
は
非
生
産
的
資
本
の
生
産
的
資
本

へ
の
特
化
、
即
ち
生
産
カ
の
培
準
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
依
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円
五
翻
之
、
ぃ

ι、
つ
か
の
租
税
組
合
は
全
て
財
政
牧
入
上
の
目
的

或
は
経
済
政
策
的
目
的
を
寅
現
せ
ん
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
も
の

で
る
る
。
而
か
も
望
ま
し
い
と
さ
る
h
理
由
も
全
陸
的
に
公
卒

負
婚
の
可
能
な
る
た
め
で
は
た
く
て
、
他
の
目
的
寅
現
の
可
能

な
る
た
め
で
あ
ム
。
か
〈
て
租
税
組
合
の
存
在
理
由
は
卒
等
の

原
則
、
従
っ
て
正
義
の
原
則
賞
現
の
た
め
で
は
な
く

τ、
時
に

感
じ
て
必
要
な
る
目
的
佐
賀
現
ナ
る
た
め
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と

が
出
来
る
。
従
っ
て
、
租
税
組
合
に
於
け
る
租
税
配
分
わ
椋
準

は
、
国
家
よ
り
租
税
組
合
に
叫
劃
す
る
場
合
に
し
ろ
、
組
挽
組
合

内
部
に
於
け
る
場
合
に
し
ら
、
公
平
負
拾
の
が
場
か
ら
之
佐
吟

味
す
る
こ
と
は
謀
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
だ
い
。

配
賦
税
制
度
に
於
げ
る
問
分
標
準
に
就
て

第
三
十
九
巻

七

第
五
披
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